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２０１２．２．２５
No.1043 �主催 愛労連・愛知春闘共闘委員会

�と き ３月１５日（木）１８：３０
�ところ 栄広場

発行責任者 柳 進 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています
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最最賃賃体体験験通通ししてて実感感

２
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
１
ヶ
月
間
の
「
最
低
賃
金

生
活
体
験
」、
自
治
労
連
か
ら
は
、
５５
人
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
税
金
・
保
険

料
等
を
除
い
た
１
０
９
２
８
６
円
で
１
ヶ
月
間
を
生
活

し
ま
す
。
愛
労
連
が
ま
と
め
た
「
最
低
生
計
費
」
調
査

で
は
、
名
古
屋
市
内
在
住
の
２５
歳
単
身
者
で
時
給
に
換

算
し
１
２
８
５
円
が
必
要
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
生
活
費
は
、
愛
知
の
最
低
賃
金
７

５
０
円
を
も
と
に
算
出
さ
れ
て
お
り
、
生
活
に
必
要
な

水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
、
つ
ら
い
最
低
賃
金
生
活
の
実

態
と
そ
れ
を
乗
り
切
る
工
夫
。
そ
し
て
体
験
を
通
し
て

見
え
て
き
た
、
人
間
ら
し
い
生
活
の
為
に
必
要
な
賃
金

要
求
と
は
何
か
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

�
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
毎
日

村
田
裕
志
さ
ん
（
豊
橋
）

村
田
さ
ん
は
最
賃
生
活
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
を
、「
最
賃

が
テ
ー
マ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
を
見
て
、
ど
れ
く
ら
い
大
変

か
気
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
に

体
験
す
る
良
い
機
会
だ
と
思
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。
最
賃
生
活

を
乗
り
切
る
工
夫
と
し
て
、「
他

の
体
験
者
と
、お
互
い
の
消
費

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
無
駄

な
物
に
お
金
を
使
っ
て
い
る
だ

と
か
、
逆
に
食
費
が
う
ま
く
抑

え
ら
れ
て
い
る
だ
と
か
」
と
仲

間
と
の
と
り
く
み
を
挙
げ
ま

す
。
体
験
中
の
生
活
に
つ
い
て

は
、「
使
え
る
お
金
が
限
ら
れ

て
い
て
、
生
活
す
る
上
で
す
ご

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
。
趣
味
に

か
け
ら
れ
る
お
金
も
少
な
く

て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
な

い
」
と
悩
み
を
告
白
。

そ
し
て
体
験
を
通
し
て
、「
こ

の
賃
金
で
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
生
存
権
が
守
ら
れ
て
い
る
の

か
な
。
貯
金
で
き
ず
、
将
来
の

計
画
も
立
て
ら
れ
な
い
。
労
働

者
が
気
持
ち
良
く
働
け
る
社
会

の
た
め
、
最
低
賃
金
を
使
用
者

で
は
な
く
、
労
働
者
の
視
点
で

決
め
て
欲
し
い
」
と
話
し
、
将

来
に
希
望
が
持
て
る
社
会
の
実

現
を
求
め
ま
し
た
。

�
飲
み
会
も
断
り

河
野
由
誠
さ
ん
（
犬
山
）

河
野
さ
ん
は
最
賃
生
活
体
験

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
つ
い

て
、「
前
々
か
ら
話
は
来
て
い

て
、
一
度
は
体
験
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
一
ヶ
月
の
食
費

を
控
え
め
に
す
れ
ば
何
と
か
達

成
で
き
る
と
思
っ
た
」
と
話
し

ま
す
。
期
間
の
半
分
を
終
え
た

最
賃
生
活
体
験
の
感
想
で
は
、

「
買
い
た
い
本
が
あ
っ
て
も
今

月
は
我
慢
。
友
人
か
ら
の
飲
み

会
の
誘
い
も
、
来
月
に
行
こ
う

と
断
っ
て
い
る
」
と
、
つ
ら
い

最
賃
生
活
を
乗
り
切
る
努
力
を

語
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、「
１
ヶ
月
間

だ
か
ら
続
け
ら
れ
る
こ
と
。
２

ヶ
月
３
ヶ
月
と
続
け
ば
、
き
っ

と
体
調
を
崩
す
。
友
達
と
楽
し

く
遊
ぶ
こ
と
だ
っ
て
で
き
な
い

し
、
買
え
る
食
材
も
少
な
く
、

メ
ニ
ュ
ー
は
偏
り
が
ち
。
人
間

ら
し
い
暮
ら
し
っ
て
言
う
の
は

難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」と
、

長
期
間
に
わ
た
る
最
賃
生
活
で

は
、
と
て
も
満
足
な
生
活
は
で

き
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

１０９，２８６－４７，０００＝６２，２８６
６２，２８６÷２９日≒２，１００
２，１００÷３食＝７００

保険料、住居費を除いた残額をす

べて食費にあてても１食７００円。激励会に集まったチャレンジャー

つつ
かか
のの
間間
のの
休休
息息

中中
間間
激激
励励
会会

愛
労
連
は
２
月
１７
日
、
最

賃
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
中
間

激
励
会
を
金
山
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
最
賃
生
活

の
つ
ら
さ
を
語
り
合
い
、
お

い
し
い
食
事
を
取
る
事
で

日
々
の
つ
つ
ま
し
い
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
、
ひ
と
と
き
の

休
息
と
な
り
ま
し
た
。

体体
調調
も
維維
持
で
き
な
い

最最
賃賃
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
声声
…

村田裕志さん（豊橋市職労）
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第第
２２００
回回
自自
治治
体体
保保
育育
労労
働働
者者
のの
全全
国国
集集
会会
iinn
ああ
いい
ちち

オープニングを飾るだるまブラザーズと愛知の保育士

「
第
２０
回
自
治
体
保
育
労
働

者
の
全
国
集
会
in
あ
い
ち
」が
、

２
月
１８
日
、
１９
日
、
名
古
屋
市

内
の
ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
で
開
催

さ
れ
、
延
べ
１
０
０
０
人
が
参

加
。
政
府
が
現
行
の
保
育
制
度

を
解
体
し
、
保
育
を
市
場
化
し

よ
う
と
す
る
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
」
を
押
し
進
め

る
な
か
、「
子
供
本
位
の
保
育

制
度
を
」「
社
会
保
障
制
度
の

改
悪
は
許
さ
な
い
」
と
、
全
国

で
元
気
に
が
ん
ば
る
保
育
士
の

運
動
と
実
践
を
学
び
合
う
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
保
育
士

兄
弟
ユ
ニ
ッ
ト
の
「
だ
る
ま
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
」
が
、
愛
知
の
保
育

士
と
と
も
に
歌
と
ダ
ン
ス
を
披

露
。
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
開
会
の
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
塚
本
紀
子
・
全
国

集
会
実
行
委
員
長
は
、
野
田
政

権
に
よ
る
社
会
保
障
制
度
の
大

改
悪
強
行
は
許
さ
な
い
と
し

て
、「
こ
の
集
会
で
情
勢
を
学

び
交
流
し
、
新
シ
ス
テ
ム
を
押

し
返
す
今
後
の
運
動
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
」
と
集
会
の
役
割
を

強
調
。
特
別
報
告
で
は
、
阿
部

靖
恵
さ
ん
（
岩
手
自
治
労
連
）

が
、
震
災
を
経
験
し
て
得
た
教

訓
に
つ
い
て
報
告
、「
み
ん
な

元
気
で
手
を
つ
な
ご
う
を
合
い

言
葉
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
７
つ
の
分
科
会
と

２
つ
の
講
座
が
行
わ
れ
、
ど
の

会
場
も
元
気
に
あ
ふ
れ
、
活
発

な
議
論
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

河野由誠さん（犬山市職労）

３．１５労働者決起集会
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（２）自治体 あいちの仲間２０１２年２月２５日 第１０４３号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

ブ
ロ
ッ
ク
・
地
区
協
で
春
闘

学
習
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

１２
春
闘
へ
向
け
て
の
奮
闘
を
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

●
西
三
河
地
区
協
議
会

２
月
１８
・
１９
日
、
碧
南
の
衣

浦
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
４
単
組
２２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
は
じ
め
に
簗
瀬
地
区
協

議
長
が
「
公
務
員
賃
金
の
引
き

下
げ
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
、

労
働
組
合
の
組
織
と
運
動
を
強

め
よ
う
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

学
習
会
で
は
、
笑
工
房
の
小

林
代
表
が
「
こ
れ
か
ら
の
日
本

社
会
と
労
働
組
合
の
役
割
」
と

題
し
て
講
演
。「
ど
ん
な
に
い

い
法
律
で
も
、
そ
れ
を
守
ら
せ

な
け
れ
ば
無
い
の
と
同
じ
。
守

ら
せ
る
た
め
に
は
、
労
働
組
合

を
大
き
く
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
、
労
働
組
合
の
必
要
性
を
語

り
、
み
ん
な
で
組
織
拡
大
の
と

り
く
み
を
す
す
め
る
こ
と
が
重

要
と
、
９０
分
に
わ
た
り
お
も
し

ろ
お
か
し
く
、
ま
た
労
働
法
を

解
説
し
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
単
組
の
春
闘
の
と

り
く
み
や
組
織
拡
大
計
画
な
ど

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

●
東
三
河
地
区
協
議
会

２
月
１７
日
、
１８
日
、
蒲
郡
市

内
で
１２
人
が
参
加
し
て
開
催
。

「
私
た
ち
の
い
の
ち
・
暮
ら
し

は
ど
う
な
る

社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
で
」
の
テ
ー
マ
で

愛
知
社
保
協
の
加
藤
瑠
美
子
さ

ん
が
講
演
。「『
一
体
改
革
』
の

正
体
は
、
社
会
保
障
を
切
り
捨

て
、
消
費
税
増
税
を
せ
ま
る
、

と
ん
で
も
な
い
大
改
悪
。
日
本

は
財
政
危
機
で
は
な
い
。
消
費

税
増
税
し
な
く
て
も
財
源
は
十

分
。
ム
ダ
を
削
り
、
大
企
業
優

遇
や
め
れ
ば
社
会
保
障
は
充
実

で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

●
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

２
月
１７
日
、
１８
日
に
名
古
屋

市
内
で
開
催
。
学
習
会
で
は
、

太
田
義
郎
愛
商
連
会
長
が
「
消

費
税
１０
％
を
み
ん
な
で
阻
止
し

よ
う
」
の
講
演
。
消
費
税
の
仕

組
み
と
問
題
点
を
指
摘
し
、
税

金
は
応
能
負
担
が
原
則
、
消
費

税
を
上
げ
な
く
て
も
財
源
は
あ

る
と
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。

学
習
会
後
半
で
は
、
望
月
事

務
局
長
か
ら
春
闘
の
情
勢
、
出

席
単
組
か
ら
は
、
と
り
く
み
の

報
告
・
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。

西
三
河
地
区
協
議
会

社会保保障
充実

増増税税
阻阻止 ��
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ブロック・地区協が

春闘学習会

東
三
河
地
区
協
議
会

内内
部部
留留
保保
をを
還還
元元
せせ
よよ
！！

大大
企企
業業
のの
社社
会会
的的
責責
任任
はは
たた
せせ
とと

第第
３３３３
回回
トト
ヨヨ
タタ
総総
行行
動動

����� 安くて
安心自

治
労
連

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

２
月
１１
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

は
社
会
的
責
任
を
果
た
せ
と
、

第
３３
回「
ト
ヨ
タ
総
行
動
」が
、

愛
労
連
な
ど
で
つ
く
る
同
実
行

委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
中
は
、
豊
田
市
内
や

名
古
屋
駅
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
前
な

ど
で
の
宣
伝
行
動
と
中
小
企
業

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
豊
田
市
の
白
浜
公
園
で
決

起
集
会
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０

０
人
が
参
加
。
集
会
後
、
市
内

を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
林
浅
吉
・
岡
崎

民
主
商
工
会
会
長
が
「
下
請
け

業
者
は
単
価
の
切
り
下
げ
を
一

方
的
に
要
求
さ
れ
、
拒
否
す
れ

ば
仕
事
が
無
く
な
る
。
時
間
単

価
に
し
て
５
０
０
円
、
こ
れ
が

下
請
け
業
者
の
実
態
だ
」
と
大

企
業
の
い
じ
め
を
告
発
。
集
会

で
は
中
小
零
細
企
業
・
労
働
者

に
大
企
業
の
内
部
留
保
を
還
元

さ
せ
よ
う
と
の
、
ア
ピ
ー
ル
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
１７
〜
１９
日
、
知
多
地
区

協
議
会
は
、
岐
阜
県
・
鷲
ヶ
岳

ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ

ツ
ア
ー
を
開
催
。
１７
日
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
の
バ
ス
移
動
と

い
う
強
行
軍
で
し
た
が
、
バ
ス

が
ス
キ
ー
場
に
近
づ
く
に
つ
れ

本
降
り
と
な
っ
た
雪
も
、
滑
降

当
日
は
晴
れ
上
が
り
、
絶
好
の

ス
キ
ー
日
和
。
半
田
市
職
労
、

武
豊
町
職
労
か
ら
参
加
の
３５
人

は
疲
れ
た
様
子
も
な
く
、
雪
焼

け
で
「
顔
が
ヒ
リ
ヒ
リ
」
も
何

の
そ
の
、
元
気
一
杯
で
し
た
。

家
族
連
れ
の
参
加
も
多
く
、

夜
の
懇
親
会
で
は
物
怖
じ
し
な

い
赤
ち
ゃ
ん
が
交
流
の
一
番
の

主
役
に
、
ケ
ガ
も
な
く
楽
し
い

ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

元
気
に
楽
し
く
滑
っ
た

知
多
地
区
協
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー

●
蟹
江
町
職
労
（
２
月
１７
日
）

執
行
委
員
長

二
村

和
広

副
執
行
委
員
長

横
松

稔
枝

書

記

長

若
松

明
美

会

計

奥
村
佐
代
子

１
０
４
０
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
で
し

た
。
１
０
７
通
応
募
で
１
０
４

通
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

青
山

千
里（
西

尾

市

職
）

岩
田

庸
宏（
豊
橋
市
職
労
）

上
津

有
美（
春
日
井
市
職
労
）

江
口

正
英（
犬
山
市
職
労
）

加
藤

安
子（
豊
川
市
職
労
）

蟹
江

吉
弘（
中

水

労
）

小
林

桂
子（
豊
橋
市
職
労
）

重
藤

新
子（
学

事

労
）

竹
内

邦
子（
半

田

市

職
）

長
谷

芳
枝（
西

尾

市

職
）

原

潤
子（
名
市
病
職
労
）

藤
村
ふ
さ
子（
名
古
屋
市
職
労
）

藤
本

美
香（
瀬
戸
市
職
労
）

真
野

友
貴（
岩

倉

市

職
）

三
浦

英
美（
蒲

郡

市

職
）

武
藤

憲
弘（
一
宮
市
労
組
）

森
岡
八
千
代（
学

事

労
）

安
田

純
子（
長
久
手
町
職
労
）

山
田

麻
子（
名
古
屋
市
職
労
）

吉
本
小
枝
子（
春
日
井
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

３
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

クク
イイ
ズズ
のの

カギを解き二重枠に入る文
字を並べてできる言葉は何で
しょう。
【タテのカギ】�日本映画
�思わせぶりで何やら――な
発言 �絵に描いた○○ �
第一位。――打者 �今週の
次の周 �追加して訴えるこ
と �はて、――が行かぬ
�○○不明金 	○○沈みが
激しい商売
【ヨコのカギ】�ガの幼虫な
ど毛のない虫 
土地勘があ
り――を知っている �外国
資本 �ペア �反対される
とは――だ �○○に交われ
ば赤くなる 占い師に――
を見てもらう �市議会議員
選挙に立候補し――した

当当
選選
者者

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


